
教育の集いyamanashiに集った個人や団体

により、子供たちの実情を可視化するこ

と、子供を支える活動の現状を自治体の政

策提言につなげるために刊行を継続。

JCCCA 高田研氏やキープ協会 鳥屋尾健

も、気候変動を切り口に原稿を寄せる 

山梨県 新価値・地域創造推進局 地域エネル

ギー推進課 発行,マンガによる普及啓発冊子。

地元サッカーチーム・ヴァンフォーレのキャ

ラクターと共に時代をワープしながら、気候

変動の現状を学び、今自分たちにできること

を考える内容。主に教育現場での活用を狙う 

 

 

◆生物多様性シンポジウム in北杜市 

北杜市における人と自然の関係を見直すとともに、森・川・海のつながりを確保し、自然環境の保全、市民意識の向上を図り、生物

多様性について社会に浸透させることを目的に開催、気候変動と生物の関係にもふれる 

＊日時：令和８年２月１４日（土）１３：００〜１６：３０  ＊場所：長坂コミュニティ・ステーション 

＊主催：北杜市地球温暖化対策地域協議会  ＊入場料無料  ＊事前申込：不要  ＊参加定員：４００名 

＊内容：基調講演「生物多様性のモニタリング」山梨県富士山科学研究所 自然環境共生研究科研究員 安田 泰輔氏 

活動発表：県内４つの高校、地域の企業・団体による  パネルディスカッション ここまでの登壇者による  

◎問合せ・申込み：北杜市地球温暖化対策地域協議会（北杜市役所環境課内） TEL：0551-42-1341 

 

◆住宅と暮らしから考える地球温暖化 ～令和７年度 地球温暖化対策セミナー in 甲府市 

地球温暖化の問題は、建物の断熱や省エネ機器の利用など住宅やその設備と強い関連があります。今回のセミナーでは国内外２０

か所以上での暮らしの経験の元に、住宅とライフスタイルの両面から地球温暖化について考えます。併せて、第２回「地球温暖化に

関する小中学生の作文募集」の表彰式と受賞作品の発表を行います。 

＊日時：２０２６年３月７日（土）１３:３０～１６:００  ＊会場：リッチダイヤモンド総合市民会館 １F芸術ホール（定員５００名） 

＊参加申込締切／２月２７日（金）必着  ＊主催／甲府市地球温暖化対策地域協議会 

＊内容：講演「地球温暖化を加速させない暮らし 地球温暖化に耐える暮らし」チリウヒーター株式会社副社長 八ヶ岳エコハウス

「ほくほく」事務局 AMATELSOLAR協会 川合英二郎氏   「地球温暖化に関する小中学生の作文募集」表彰式・展示 

◎問合せ・申込み：甲府市地球温暖化対策地域協議会（甲府市環境政策課）TEL:０５５－２４１－４３６３ 

 

◆やまなし環境活動推進ネットワークフォーラム 
県内で環境保全に取組む個人・団体・企業・高校・行政が活動発表、課題解決に向けて情報交換やネットワーク作り促進する 

＊日時：令和 8年 2月 8日（日）１３:１５～１６：３０  ＊会場：山梨県防災新館１階オープンスクエア 

＊参加費無料  ＊主催：（公財）やまなし環境財団・環境パートナーシップやまなし  

＊内容：「つなげよう、持続可能な環境と笑顔の未来～今日のチャレンジは明日への希望～」をテーマに、各団体・企業・高校、参加

者が交流を深めるポスターセッション、若宮賞の表彰式など 

◎申込み：山梨県森林環境部自然共生推進課（公財）やまなし環境財団・環境パートナーシップやまなしへ FAXかメール 

FAX：055-223-1781 E-mail：shizen@pref.yamanashi.lg.jp 

 

◆山梨の子ども白書 第 5集 書籍のご案内        ◆100年後の山梨県 普及啓発マンガのご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆富士山の麓の魅力的な施設 

「富士山のぬく森 キポキポ」に取材に行きました 

 

 

 

 

 

 

ご案内は、山梨県恩賜林組合 森林環境課の渡辺香織さん。 脱炭素の視点、子どもの育つ場としてのデザイン、その想い

や特徴、体験活動についてお話を伺いました。キポキポは乳幼児期～小学校低学年を対象に、木や森とたっぷり触れ合える

体験施設。愛らしい名称「キポキポ」の由来は、「木で歩く」という意味と、「保育（育ち）の場」という二つの想いが込められて

いるそう。まさに木と一緒に一歩一歩育っていく子どもの姿が思い浮かびます。まず木造建築の施設の前に立つと建物その

ものが脱炭素やカーボンニュートラルを感じられます。木の温もりに包まれる室内は、富士山麓の木材（アカマツ・カラマツ

等）も使われており、木の断熱性や調湿性のお陰で冷暖房に頼りすぎなくても快適。環境にも人にもやさしい空間でした。 

館内のおもちゃや遊具のほとんどは木製。富士山をモチーフにした滑り台や、忍野八海をイメージした湧水の魚つりコー

ナーなど、地元らしさを感じられる仕掛け。木の手ざわりや香り、重さや音を感じながら、子どもは夢中で遊んでいました。

施設内は裸足で過ごすようおススメしているそうですが、最初は戸惑う子も最後には「まだ帰りたくない！」と言うそう。木

の心地よさに包まれて心がほぐれていくのかもしれません。 

木工室のクラフト体験も魅力的です。材料は、恩賜林組合が作る寄付金の木札や、地元中学校の富士山登山記念標札を作

る際に出る端材等が使われており、森の恵みを大切に無駄なく使う工夫がされていました。ひとつずつ違う木目や形を前

に、子どものあそび心や想像力は全開に。「子どもの発想にいつも驚かされます！」と渡辺さん。 

キポキポで育まれるのは、知識よりも前にまず「木って気持ちいい」「森って楽しい」という自然への愛着。乳幼児期は、五

感や体全体で“まわりの世界”を学び取っていく時期です。森や木と共に生きる感覚を育み、富士山の裾野のような懐の深

さで、子どもの成長を見守ってくれる――そんな“ぬく森”があふれる施設でした。ご対応いただいたスタッフの皆さま、あり

がとうございました。 

今回の取材を通して感じたことは、気候変動や脱炭素という社会課題に対して、自ら考え行動する人を育てるための“原

点の施設”。木は成長する過程で吸収した二酸化炭素を建物の中に“固定”する。こういった知識を先に覚えるのではなく、

まずは木の素材でたっぷりと遊んで、木の気持ちよさや、言葉を超えた木の安心感を感覚で受け止める。やがて、その子ど

もは成長の中で森について考える時期がきたときに、大切に想うでしょう。自然と共生した生き方を創造していくはず。と

ても奥深い、素晴らしい施設。皆さんも是非！来訪を  

◆富士山のぬく森キポキポ 山梨県富士吉田市上吉田 5605-3 TEL:0555-22-3219 https://www.kipokipo.jp/   
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